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まずは、高大連携のベースをつくる

• 高校（系列校以外）とのつながり
• 大学・高校双方に利点がないと話が進まない

• 現場の先生とのつながりがないと実現しない

• 「サイエンスセミナー」というイベントを毎年夏に開催
• コンピュータサイエンスから拡張して、Scienceに関するセミナー。地域貢献の一環としても。

– 高校生研究発表の支援とその周辺で取り組んでいることとのつながり

– 数理・データサイエンス・AIに絡んだテーマは大学生も高校生も取り組んでいる

• 一つの事例としての紹介にとどまるが、参考になれば幸いです

学生募集につながる？高大接続？ 高大連携？

どうやって高校とつながる？

教員５人が別々のテーマを提示し、
チームを組んでプロジェクト学習

ゼミ活動 × 高大連携 × 総合的な探究
＋

３年後期 「システム開発プロジェクト」

“社会との関わり”
「システム」の構成を考える
「役割分担」して進める

大学生が学んだことを高校生に・・・



１９９０年設立
千葉県流山市 １キャンパス
１学年定員 550人（在学者数 2464人）

２学部６学科

– 社会学部 人間心理学科
現代社会学科
経営社会学科

– メディアコミュニケーション学部
マスコミュニケーション学科
情報文化学科
こどもコミュニケーション学科

いわゆる文系の私立大学

2025年5月時点

“数理・データサイエンス・AI教育プログラム”
リテラシーレベル 応用基礎レベル（全学） 認定

心理統計

統計、データ分析

マーケティング

ただし、情報系を専門とする学科はある

スポーツ統計



高大連携の取り組み の 歩み

• 大学で夏休みにイベントを開催（2013年度～）

– 情報教育研究会   ： 高校「情報科」教員向け研究会

– サイエンスセミナー ： 近隣住民の子ども向けセミナーとして開始

• 大学教員が高校の授業を支援

大学の認知度向上
地域貢献

高校の現場の先生とつながる

学生募集につながる？

総合的な探究 が開始 → 依頼急増
DXハイスクール が開始 → 今後は？

大学教員が行くのが理想の形態なのか？

忙しい・・・ 専門分野の偏り・・・ 業績評価になりにくい・・・

分野がわからないと事務局から依頼しにくい

大学生と
高校生が

協働する活動に
できないか



高大連携ゼミ活動の実践 （日体大柏高校・理科部との合同ゼミ）

・ 3Dモデルに触れてみよう！
（Blenderを用いた3Dモデリングの紹介）
・ プログラミング言語Pythonに触れてみよう！
・ ドローンに触れてみよう！
（ドローンを用いたアートへの挑戦）

第１回 ： 顔合わせ、大学生からのテーマ提案
第２回 ： 高校生が興味をもったテーマの共有

第３回 ： 協働活動の準備（夏休み前の導入）

 ・
 ・
 ・

協働活動＋高校生に教える → 大学生の学びの動機づけ

大学公式
YouTube
にて紹介

・大学生からの話題提供 ： 発表する＆教える経験
・高校生の活動紹介 ： リクエストを聞く
・高校生の取り組み（クレーンゲームづくり）にメンターとして協力

2021年度
コロナ禍での活動

オンラインで
の活動

部活動：高校の
放課後の時間
30～40分のみ

制約条件



高大連携ゼミ活動の実践 （日体大柏高校・理科部との合同ゼミ）

実践のための準備
高校生に提案する内容の検討

実践のための準備
高校生に提示する資料の作成



高大連携ゼミ活動の実践 （日体大柏高校・理科部との合同ゼミ）

高校生の活動支援
クレーンゲーム製作を目指して

学園祭（オンライン開催）に向けた制作活動

高校生たちの自主的な活動が促進された

コンテンツをつくるだけでなく
解説動画をつけるようになった



高校との連携協定の締結これまでの取り組みを踏まえて



サイエンスセミナー in 江戸川大学 2025 の様子

大学生が
講師役を
務める

大学生が
イラストを描く



情報系のトピックが多め

近年増えているトピック
・AI を使った体験やワークショップ
・データサイエンスに関する研究発表



中高生研究発表

• 研究発表の支援

–ポスター発表形式 ＋ フラッシュトーク

• 大判（ポスター）印刷代行

• 製作物の実演が可能

–研究者（大学教員、研究所員等）による指導講評

–表彰（優秀賞、特別賞、奨励賞等）

–研究促進のための物品購入補助

中高一貫校への対応（今のところ高校生の発表のみ）

サイエンスセミナーの中で開催

イベント冒頭に全員の前で
30秒でアピール

コロナ禍の期間に
オンライン発表を通して
研究発表が活性化

研究発表（完成形）だけでなく
研究報告（途中経過）や
探究活動紹介（お試し）
としての参加も可能



課題発見 → 総合的探究 → 研究発表 のサイクル化を目指す

高校での活動

高校での活動

研究発表
高校での活動

導入・課題発見

指導講評・表彰
他校との交流・議論

探究活動紹介
夏のサイエンスセミナー

他の研究を知る

春のサイエンスセミナー

研究相談
他校との交流・議論

大学ゼミで行っている
活動の紹介

（展示・実演・体験）

学園祭でのゼミ出展

大学ゼミ活動
→ 翌年度の夏へ

大学生の高校訪問

高校生の大学見学

大学生ファシリテーター
助言・指導

大学設備
の利用

大学生 高校生

モデルケース
高１夏 セミナー参加
高１春 研究発表見学
高２夏 探究活動紹介
高２春 研究相談
高３夏 研究発表 → 表彰

→
  →



高大連携活動において、心がけていること

• 学生/生徒が主役として関わる活動にしていく

–教員が張り切っているだけでは誰も着いてこない

• 先輩後輩のつながりを形成したいが、難しい

–現場の教員とつながる

–目的や役割を明確にする

まずは一度参加してみる気にさせる

例） 就職活動のガクチカのネタにする 【大学生】 例） 総合型選抜の業績として使う 【高校生】

得意そうなことで声をかける
例） チラシ用のイラスト作成

ただ、大学も高校も特定の教員任せに
なりがち・・・という課題あり

いかに持続可能な形態にしていくか

大学生が
デザインする
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